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3矛移a矛 ｢みなみそうま九条の
(旧・九条Iさらまち）

2025伶伽年6月28B ( )発行璋篝蕾；
(旧・はらまち九条の会）

ロ■

■みな野老うき九条の会は、戦争放棄の憲法9条を守り、永久に「戦争を
しない国･日本」であることを願い、「鈴木安蔵の出身地の九条の会」を誇り

に活動する自由な市民の会です。支持政党や宗教を問わず、何の拘束もなく、

匿名でもご入会ください。■結成は2005年12月、今年20年目に。会員は南

相馬市原町区を中心に337名。■会費は年千円。会報を隔月で発行しています。’

『みなみそうま九条の会｣と改称し､新体制で活動します
会のシンボルシール（朝倉悠三作・鳩を抱く少女〉はそのままに

◆ら目15日（日）午後、2025

年度「はらまち九条の会」総会は

例年同様、南相馬マルチメディ

アホールで開催。出席者は3○名、

ご出席に感謝申し上げます。

◆議決はすべて提案通り承認され

ました。昨年から懸案事項だっ

た、会の「名称変更」や「役員改

選」の新体制についても、次の

ように議決されました。

1．会の名称「はらまち九条の会」

を「みなみそうま九条の会」

に、会報（ニュース）名を「九

条みなみそうま」とする。

2．役員を次のように改選する。

▲総会は午後1時から開会され、司会の若松麟二さん。

貢

山
Ⅶ
。

▽日
Ｆ

■
＆
。

ｖ

１
１
希
舟
い
む

０

琴

爵
7

▲昨年に引き続き議長の小川尚一さん、会計報告をする井
上由美さん、活動報告や提案を行う事務局の山崎健一。

新会長に田中徳雲さん、事務局長にすぎた和人さん

○会 長：田中徳雲(小高区）

○事務局:事務局長 すぎた和人(小高区） 会計 島 由季（原町区）

石田賢二(郡山市） 若松麟二(原町区） 志賀勝明(相馬市）

佐藤喜彦(原町区） 勝冶美喜子(原町区） 山崎健一(福島市）

◇顧 問:平田慶肇(原町区） 早坂吉彦(原町区） 井上由美（原町区）

◇監事(会計監査）：高橋美加子(原町区） 番場恵子(原町区）

’

◆会の「名称変更」は原町。小高・鹿島の南相馬市を広くカバーするため、また会発

足から20年になり「役員改選」で若返りをはかり新しい活動に発展させるためです。
◆総会で感激したことがあります。①1時間前にご出席の方は、シルバーカーを手押

しされた93歳の方で、総会も映画も最後までご覧になられ、受付で本を購入しカンパも。

恐縮しました。②受付で18歳の女性が新しく入会され、祖母、母、孫の三代会員となりまし

た。⑧映画開始直前に大学生と思われる男性が入場。映画の内容など話してみたかった！
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新体制へのご協力をよろしくお願いいたします
噺会長田中徳雲さんの挨劉 会長を退任するにあたって

羅1画 平田慶肇’会をさらに発展させていきたい
田中徳雲

この度、恐れながら会長を仰せつかりました田中

徳雲と申します。平田先生をはじめ、先輩たちが大

切に平和への想いを紡いでこられた「はらまち9条

の会」を引き継ぎながら、自分達なりにさらに発展

させていきたいと思っております。

どの国の子どもも平和で笑顔でいられる生活を望

んでいるはずなのに、争い事が絶えない現代。平和

を求めるならば、私自身が平和そのものであること

が大事だと考えています。まずはお一人おひとりの

自身の事、家庭の事。小さくても最も大切なところ

を平和と笑顔に。私たちには何が出来るか、みんな

で考えていきたい。そんな場作りをしていきたいと

思いますb

至らぬことも多々ありますが、ご指導の程どうぞ

よろしくお願いいたしますb

田中徳雲さんは、小高区の名刹同慶寺（相馬
中村藩主の菩提寺）の住職。高校生の時{曽侶に
あこがれ、京都花園大学卒。永平寺で修行中に
同慶寺の探玄たんげん老師と出会い、平成13
年から後継者となって24年です。

皆様には20年間、会

の活動にあたり多大な

御協力や御支援を賜り、

誠にありがとうございま

した。お陰様で大過なく

務めさせて頂き、心から

感謝いたしておりますも

世界的にはなかなか落ち着かず、ロシア軍に

よるウクライナ侵攻、イスラエルとパレスチナ

との紛争、更にはイスラエルと今度はアメリカ

も参加してイランの核施設爆撃を開始するな

ど、今なお続いておりますが、ここから第三次

世界大戦にまで発展する事にならないように、

ただ祈るのみです。

紛争で犠牲になるのは、いつも何もしていな

い民間人です。改めて日本国憲法第九条は重要

な事項です。この条文の存在により、どれだけ

時の政府に圧力をかけていたか、皆さんにも再

認識して欲しいと思いますもこれからも永遠に

日本国憲法第九条を守り抜いて、この世界から

戦争のない社会を目指して頑張って行こうでは

ありませんかb

「はらまち九条の会」は「みなみそうま九条

の会」として再出発することになりました。新

会長の田中徳雲さんは博識で行動力のある大変

立派な方ですので、相変わらずよろしくお願い

いたします。

渦長のすぎた和人さん
すぎた和人さんは東京生まれ。

写真家。画家。ルポライター。

201 2年5月、原発事故で薑戒

区域解除まもない小高を故若松丈

太郎さんに案内され、多くの偉人

を育んだ繧神に心うたれ、以後小

その歴史や風土を探求し、美しい小

新・事務局長の

高に移り住み、その歴史や風土

高の四季を撮影し続けています。
－ －－ーー ■－ ■一 ー－－－

剣
２
０
２
５
年
６
月
２
１
日
『
福
島

民
報
』
相
双
版
。

総
会
開
催
の
こ
と
は
各
新
聞
社
に
連

絡
い
た
し
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
取
材

や
報
道
は
難
し
い
こ
と
で
す
。

で
も
『
福
島
民
報
』
さ
ん
は
総
会
の

こ
と
を
ご
覧
の
よ
う
に
し
っ
か
り
報
道
さ

れ
て
、
大
変
有
難
い
こ
と
で
す
。

》ＩⅡⅡⅡⅡ■ⅡⅡ．ⅡⅡ■ｉⅡⅡⅡⅡⅡ■Ⅱ

》「みなみそうま」徳雲さんが就いた。一

一に名称城鑿鱸瀦霧一
一這籠鋪撫噌雛溌霊雛一
一
き
Ⅱ
刀
も
０
咀
迭
方
今
、
Ｆ
Ｉ
０
Ｒ
“
匙
込
口
″
塞
守
Ｈ
Ｐ
津
４
令
堅
好
一
寺
迅
込
″
吟
ｐ
』

凸
」‐ｐ・ＰＩＩＩ』自らＯ１ｃ

Ｌげ

「
み
な
み
そ
う
ま
」

に
名
称
を
変
更

一

九
条
の
会

》
南
相
馬
市
の
「
ば
ら
ま

ち
九
条
の
会
』
は
妬
臼
、

市
内
原
町
区
の
市
民
情
報

交
流
セ
ン
タ
ー
で
塗
琴

》
顔
舂
、
名
称
を
『
み
な
み

震
霊
験
罐

I

１
１
１
１
‐
ｊ
■
屈
晶
■
Ｆ
▽
仔
・
別
１
１
肥
に
Ｉ

新
。
会
計
担
当
に
島
由
季
さ
ん

二
十
年
間
会
計
を
担
当
さ
れ
た
井
上
由

美
さ
ん
か
ら
島
さ
ん
に
か
わ
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あ
い
さ
つ
す
る
田
中
会
長

P

n

F

徳
雲
さ
ん
が
就
い
た
。

発
星
か
ら
加
年
目
に
な

っ
た
の
壷
機
に
組
織
の
若

返
り
を
函
る
と
壁
も
に
、

旧
原
町
市
に
由
来
し
た
名

称
を
新
た
に
し
会
員
の
拡

大
を
目
指
す
。

日
本
国
謹
法
の
間
接
的

起
草
者
と
さ
れ
る
窪
法
学

者
の
故
鈴
木
安
蔵
顕
が
南

相
馬
市
小
高
区
（
旧
小
高

唾
出
島
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
田
史
薑
は
憲
法

詮
守
る
だ
け
で
な
く
、
成

り
立
ち
も
学
ん
で
い
き
〈

活
動
を
発
展
さ
せ
た
唾

ど
あ
い
さ
つ
し
た
。

申 一 一 一 三 二 ＝ F ー ~ _写 6円 元=▲ 由


